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マウンド (塚)を作る｡ このマウンドには巣穴外の大気や水などの流体の特性 (ベル
l
ることが明らかになっている｡
ハゼ科魚類の多 くは砂や泥､岩などの基質を利用 して巣穴を作 り､巣穴に依存 した
生活様式 を持っている｡特に繁殖期には巣穴は産卵場所であると同時に､卵を醇化 ま































れらは造巣 ･摂食活動に伴って干潟表面に多量の砂を噴 き上げる (bioturbation=生物撹
拝作用).そのため,本種個体群の増大によって,干潟全体の表層が流動化し,酸化














1/3の範圃 (外海の勢力が及ぶ領域) にある比較的小規模な砂質干潟 に出現 し,ニホ
ンスナモグリはお もに有明海の中央部1/3にある広大 な砂質干潟に出現することが明














ような視点を取 り入れることにより,2種の生態分布 を決定する要因の解明を目指 し
たい.
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